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CLAYTONE-VP V XR

CLAYTONE-VP V XR
ヴィーガン対応の、有機変性天然ベントナイト（有機親和性フィロケイ酸塩）をベースと
した、粉末状のレオロジー添加剤。
油系製剤のレオロジーを調整しオイルゲルを作成し顔料や粒子を懸濁させる。
 
CLAYTONE-VP Vのガンマ線照射滅菌バージョン

製品データ

組成
有機親水性フィロケイ酸 (INCI名: Quaternium-90 Bentonite)

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、製品規格ではございません。

かさ密度: 400–600 kg/m³
含水率: 最大3 %
粒度分布 D50: 15 µm
ふるい残渣 (200 mesh/74 µm): 最小70 %
総生存数: < 100 cfu/g
色: ライトクリーム
形状: 粉末

貯蔵および輸送
CLAYTONE-VP V XRは、0℃～30℃の温度で、未開封の元の容器で乾燥した状態で輸送および貯蔵してく
ださい。

適用分野

パーソナルケア

特長
CLAYTONE-VP V XRは、粘度を高め、チキソトロピックな流動挙動を与え、顔料や粒子を懸濁させるために
化粧品に使用されます。油中水系エマルションシステムの安定化にも使用でき、低極性から中極性の幅広
い流体に対して高いゲル化効率を付与するように設計されています。適切な溶媒は、鉱物油、シリコン油、
植物油などの非極性から中極性の有機流体系です。さらに、CLAYTONE-VP V XRは界面活性剤や乳化剤
と相溶性があります。
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CLAYTONE-VP V XR

推奨用途

クリーム、ローション X

日焼け止め製品 X

制汗剤／デオドラント X

液体メイクアップ X

口紅 X

クリームアイシャドウ X

■ 最適     □ 適

推奨添加量
用途に応じ、全配合に対して添加剤として、1–10 % 

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
CLAYTONE-VP V XRは、幅広い有機流体系で効果を発揮し、処理温度を必要としません。最大限の効果
を得るためには、CLAYTONE-VP V XRは極性活性剤と非常に高いせん断力（例えばディゾルバー、ロータ
ーステーター・システム、ホモジナイザー）を必要とします。

推奨の極性活性剤
• プロピレンカーボネート/水 (95:5)	 15–60 %*
• エタノール/水 (95:5)	 15–40 %*
*CLAYTONE-VP V XRの重量に基づく

濃縮プレゲルを使用してCLAYTONE-VP V XRを溶媒相に添加することを推奨します。
場合によっては、CLAYTONE-VP V XRを粉末として直接油相に配合することもできます（現場で配合）。

プレゲルは以下の手順で作製できます：
1. 有機溶媒を分散容器に加えます。
2. 撹拌しながらCLAYTONE-VP V XR（プレゲル全体の10重量%）をゆっくりとミキサーに加えます。
3. 非常に高いせん断力で約15分間混合。
4. 極性活性剤を加えます。
5. 非常に高いせん断力で約15分間混合。
6. 他の製剤原料をゲルに配合します。

エマルションに使用する場合は、CLAYTONE-VP V XRを油相に添加してください。
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